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スタートライン

令和３年度学校目標

新しい自分に会いに行こう！ ～心を磨き、自ら考え行動できる自分へ～


学校評価とは･･･　学校自らが取り組みを自己点検することや保護者や生徒のチェックによる白銀中学校の診断結果です。
学校評価


先日保護者の皆様からご協力いただいた「学校教育に関するアンケート」の集計作業を終え、来年度の教育計画（教育課程）の編成作業に着手しています。集計結果は、学校通信「ｽﾀｰﾄﾗｲﾝ№２４」をご覧願います。今回は、自由記述に寄せられた感想・意見・要望を紹介します。今後も生徒に寄り添い、信頼される学校づくりにつとめていきます。今年１年の御支援に心から感謝申し上げます。御協力ありがとうございました。





・日頃より、子ども達の安全・教育に関して感謝しています。しかし、校則について、今の時代・環境にそぐわないものがあるのではないかと日々感じているのも事実です。
　・靴下が白である理由がわからない。外で活動しただろうという日は、こすり洗いをしても汚れがとれない。毎日新品をはかせることはできないので、逆に不潔感がある。
　・伝統ある校舎だけに冬場はとても寒いと思うが、暖房の近くの席しか温かくならない。カーディガンを羽織ることや「ひざかけ」を使用することは認められないのか。
　・夏場は逆に、着替え時に、男女同じ教室を使用するためＴシャツ・短パンを着用している。今時、時間が無いという
　　理由で、男女同じ部屋で着替えをするのは、一度きちんと考えるべきことだと思う。
　・女子の頭髪についても、耳より下に結う。ハーフアップはダメなど子どもに「なぜ？」と聞かれても説明できない。
　　お忙しいとは思いますが、一度検討していただけたらと思います。
・子どもたちが寒いと感じる時は、体調管理が重要と思うので、上着着用を認めてほしいです。ストーブをつける前はダメだとか意味不明。納得できる理由ではありません。
・荷物をもう少し少なくする工夫をしてほしいと思います。毎日、肩が痛い、重いと言っていてかわいそうに思います。よろしくお願いします。

→学校を取り巻く社会環境や生徒の状況の変化に応じて、校則の内容は、社会の常識、時代の進展などを踏まえ、絶えず見直すことと定められています。本校でも、生徒の話し合いや議論を通して必要に応じ見直していきたいと考えています。（＊校則とは：学校が教育目標を実現していく過程において、児童生徒が遵守すべき学習上、生活上の規律として定められるもの）


・うちの子は携帯を持っていないが、ＳＮＳやグループラインなどで嫌なことを言われていると言っていた。
・１人１台配付されているタブレット端末にとても迷惑している。家庭学習中や、やらなければならない課題、テスト勉強そっちのけで隠れるようにやっている。急いで画面を消すので何をしているのかわからない。電気代もすごくかかる。毎日持って帰ってきて家にある状態は非常に困る。
・オンラインの授業を再開してほしい。
・アンケート文に関して→「正しく善悪を判断という時点で回答に値しない。
















◇ 校則等について



・身体や言葉が大人びてきていても、中身はまだ中学生。一人一人考え方も性格も意見も違うと分かっているようで分かっていない。自己主張が強いので、自分の思いと先生が違うと、すぐ否定されたように感じ、話をしてもムダだと心を閉ざしてしまう。寄り添い、柔軟な言葉がけを願います。生徒と校長先生とも、気軽に話せる場があるといいですね。
・以前にも問題になっていたかと思いますが、授業中に先生の言動が気になるというより不愉快です。子どもから聞いた話ですが「こんな点数じゃどこにも入れない」「どこの高校も受けられない」と日常的に言われるそうです。もちろん「喝」を入れてくれているのかもしれませんが、もっと違う励まし方はないものでしょうか。子ども達のテストの点数や勉強等をみていても、親も心配しているところではありますが。
・教科担任の先生がクラスで違うと、テストの時に有利・不利が出ているようなので何か対策をしてほしい。

→今一度、職員会議等で話題にしながら、全教職員共通理解のもと、子どもたちの発達段階に応じた言葉がけや表現を通して生徒の成長を支援するよう徹底してまいります。


・子どもたちが、他人に対して、言っていい事、悪い事が判断できるようにしてほしいです。実際、友達に嫌なことを言われ、心に傷が残っているので、学校は楽しいけど、そういうことがあると学校に行けなくなる時があります。
・子ども同士で内申点がもらえそうな行動や役割を奪い合いがあるようなので、やる気はあったがやらせてもらえなかった子がいることを知っておいてほしい。
・曜日課題の宿題プリントはとても良いと思うのですが、間違えたところをなぜ間違えたのか、しっかり理解して直すところまで取組ができていないので、ただ提出すればいいのではなく、直す（きちんと理解するまで）ことをしっかり身につける指導をしてほしいです。よろしくお願いいたします。どんどんついていけなくなっています。補習などもお願いしたいです。
・通学路が車道との距離がせまく、十分な安全が確保できていないように思う（白鷗小から白中の道など）また、冬期下校の時間帯はだいぶ暗いので、街路灯をもう少し明るくし安全に通学できるように整備してほしい。


















◇ 教職員の言動等について


















◇ その他
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◇ タブレット等について









学校評価アンケートの回収率は９３％でした。学校通信（№２３、№２４）には自由記述に寄せられた御意見等をほぼすべて掲載いたしました。寄せられた御意見、アンケート結果等は全教職員で共有し、来年度の教育計画の編成や指導改善に活用してまいります。本校では、家庭・地域との連携、協働をベースに教育活動を展開しておりますが、指導への疑問や不安などがありましたら、いつでも学校に連絡ください。「すべては子どもたちの笑顔のために！」白銀の大人の力を結集して子どもたちを支えていきたいと思います。宜しくお願いします。
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